
［成果情報名］周年被覆ハウスを利用したアスパラガス立茎栽培法 

［要約］周年被覆ハウスを利用したアスパラガス立茎栽培について、最適な春芽収穫日数を

設定した。過収穫した株は、翌年の春芽収穫日数を短縮することで、その後の収量の回復

が可能である。増肥の必要はなく、緩効性肥料により５回の追肥作業の省略が可能である。 
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［背景・ねらい］ 

北海道の道南・日胆地方等では、道内他地域より少雪温暖な気候を活かして、秋季にハ

ウス被覆を除去せず、周年被覆したアスパラガス立茎栽培が行われている。  

養成期間および収穫期間が、被覆を除去する露地越冬型と大きく異なる周年被覆型のア

スパラガス立茎栽培において、定植時期、春芽収穫日数、施肥量等を設定し、安定生産技

術を確立する。  

［成果の内容・特徴］ 

１．周年被覆型栽培は、露地越冬型栽培に比べて、春芽の収穫始が５日～ 21 日早い。

夏芽の収穫期間も延長されることから、周年被覆型栽培の４か年累積収量は、露

地越冬型栽培より２割程度上回る（図１、図２）。 

２．５月(早期定植)区は、６月(露地越冬慣行)区と比べ、定植後の生育量が増加し、

定植翌年以降の収量が増加する。３年生株まで増加傾向が続く（図１）。 

３．次年度以降の生産性を低下させない周年被覆ハウスの適春芽収穫日数は、２年

生株が 10～ 20 日、３年生株が 30～ 45 日、４年生以降の株が 35～ 45 日である（図

１）。 

４．適収穫日数を超過して春芽収穫を続けると、春芽収量は増加するが高単価な 2L

規格割合が低下する。また、成茎（親茎）径、成茎数が低下し、夏芽収量が減少

し、 2L 規格割合が低下する。さらに翌年の春芽も、前年の夏芽と同様に、収量、

2L 規格割合が低下する（図１）。 

５．適収穫日数を超過して収穫した株は、翌年の春芽収穫日数を 30 日に短縮するこ

とで、夏芽以降の収量を回復させることが可能である（図１）。 

６．一斉立茎法および順次立茎法の収量に差は見られない（図１）。 

７．太い成茎を選択した太茎区は、春芽、夏芽の 2L 規格割合が増加する。しかし、

成茎径と夏芽収量には相関が見られない（図３）。 

８．増肥により土壌に残存する硝酸態窒素量が増加すること、収量に明瞭な施肥反

応は見られないことから、周年被覆型栽培の施肥量は露地越冬型栽培と同等の窒

素 45kg/10a で良い。また、立茎開始前の緩効性肥料施用により、夏芽収穫期間中

の追肥(５回)が省略可能である（表１）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象は、無加温周年被覆ハウスを使用するアスパラガスハウス立茎栽培生産者で

ある。 

２．普及予定地域は北海道内の少雪温暖な地域とする。 

３．施肥量の設定は、「北海道施肥ガイド 2010」を参照し、萌芽前に土壌診断に基づく施

肥対応、堆肥の肥料相当量の減肥を行う。 

 



窒素 土壌(2011年11月)

処理 施肥量 追肥 残存硝酸態窒素
(kg/10a) (t/10a) (同左比) (mg/100g)

標準 45 硝安×5回 10.9 (100) 5.7 22.4
増肥 60 硝安×8回 11.0 (101) 5.6 28.4
緩効 45 なし 11.7 (108) 5.8 21.8
注）各区とも、萌芽前の硝安(N5kg/10a)を含む。

pH

4か年累積
春夏合計収量

2008年 10 20 30 10 20 30 10 20 20 30 10 20 20 30 10 20 20 30
2009年 30 45 60 30 45 45 60 30 45 45 60 30 45 45 60
2010年 35 45 60 30 35 45 60 30 35 45 60 30
2011年 35 45 60 45 35 45 60 45
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［具体的データ］ 
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図 1 春芽収穫日数、処理別の規格内収量、4 か年累積収量(2007 年定植株、2008 年～2011 年)  

注 1)春芽収穫日数 30 日短縮区 
注 2）｢6 月定植｣,｢順次立茎｣,｢露地越冬｣区は、春芽収穫日数を 2008 年に 20 日,2009 年に 45 日,2010 年に 45 日, 

2011 年に 45 日とした。 

注 3）｢6 月定植｣,｢露地越冬｣区は 6 月定植。その他の区は 5 月定植。｢順次立茎｣区を除き一斉立茎。 

図 3 成茎径と規格内収量および 

2L 規格重量割合(2010 年)

図 2 周年被覆と露地越冬の旬別規格内収量(2011 年) 

表 1 施肥処理別累積収量および土壌分析結果 

 (2007 年定植株、2008 年～2011 年)

4 か年累積収量 


